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研究成果の概要（和文）：　ジャクソン・ポロック(Jackson Pollock)は、｢アクション・ペインティング｣の旗手とし
て知られ、アメリカ抽象表現主義を代表する芸術家といわれている。しかし、ポロックはインディアンの文化やメキシ
コ壁画運動にも共鳴し、当初は｢アクション・ペインティング｣とは程遠い作風の芸術家であった。本研究では、ポロッ
クが関わった雇用促進局(Works Progress Administration：WPA)の連邦芸術計画(Federal Art Project：FAP)の意義を
明らかにし、ポロックが「抽象」と「具象」を動的に融合させ、独自のアメリカ・モダニズムを追い求めたことを検証
した。

研究成果の概要（英文）： Jackson Pollock is well known as the standard-bearer of the action painting in 
America. Pollock sympathized with the American Indian culture and the Mexican mural movement in your 
youth, but his art style was very different from the action painting.
 This research verified the historical significance of Federal Art Project and made clear that Pollock 
tried to fuse the "abstract" and the "concrete" together.So according my research, Pollock tried to 
pursue the original American modernism in the abstract expressionism.

研究分野：アメリカ現代史、アメリカ社会史

キーワード： ニューディール　連邦芸術計画　グッゲンハイム美術館　パブリック・アート　アクション・ペインテ
ィング　アメリカ抽象表現主義　モダニズム
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)1930 年代の大恐慌はアメリカ美術にも大
きな転機となり、ヨーロッパ偏重の芸術的伝
統とヴィクトリアニズムを根底から揺るが
すとともに、自己表現の機会を失った美術家
たちは、生活苦から様々な社会問題を意識せ
ざるを得なくなった。 
 ニューディール政策は公共事業の一環と
して芸術プログラムを発足させることにな
り、美術家たちに作品の制作を委嘱し、彼ら
の生活をある程度保証する救済策をとるこ
とができた。このような芸術プログラムは、
アメリカ独自のモダニズムが生まれる契機
と も な り 、 抽 象 表 現 主 義 (Abstract 
Expressionism)の隆盛へとつながった。 
 
(2)国家による芸術文化政策は、1930 年代の
大恐慌に対処するニューディール政策のも
とで、財務省や事業促進局(Works Progress 
Administration：WPA)の芸術プログラムを
嚆矢とする。それは、公共事業芸術プロジェ
クト(Public Works of Art Project：PWAP)
の短期プログラムから始まり、財務省絵画・
彫刻部 (Treasury Department Section of 
Painting and Sculpture)の壁画プロジェク
ト、同じ財務省管轄の救済芸術プロジェム
(Treasury Relief Art Project)、そしてWPA
による｢連邦芸術第 1 号｣(Federal Number 
One)の連邦芸術プロジェクト(Federal Art 
Project：FAP)などのプログラムが、未曾有
の社会危機のなかで先駆的に展開された。 
 
２．研究の目的 
ジャクソン・ポロック(Jackson Pollock)は、
｢アクション・ペインティング｣の旗手として
知られ、アメリカ抽象表現主義を代表する芸
術家といわれている。しかしポロックは、
1930 年代にニューディールの芸術プログラ
ム、特に雇用促進局(WPA)の連邦芸術計画
(FAP)に参加したのであり、インディアンの
文化やメキシコ壁画運動からも影響を受け、
当初は｢アクション・ペインティング｣とは程
遠い作風の芸術家であった。 
そのため、ポロックの作風の変遷は、大恐
慌という社会危機のなかで連邦芸術計画
(FAP)に参加したことを分析しなければ理解
できない。本研究では、ポロックと FAP と
の関わりを分析し、初期のポロックが独自の
アメリカ・モダニズムを追い求めたことを明
らかにする。そして、このようなポロックの
作風がアメリカ抽象表現主義を隆盛させる
契機となり、ひいては現代アメリカのパブリ
ック・アート政策へとつながった背景を探る。 
 
３．研究の方法 
(1)文献・資料の分析 
＊Marika Herskovic, American Abstract 
Expressionism of the 1950s: An Illustrated 
Survey (New York School Press, 2003). 
＊ ―――, New York School Abstract 

Expressionists Artists Choice by Artists 
(New York School Press, 2000)  
＊Martin R. Kalfatovic, The New Deal Fine 
Arts Projects (Metuchen, N.J.: Scarecrow 
Press, 1994) 
＊Robert Atkins, Art Spoke: A Guide to 
Modern Idea, Movements, and Buzzwords, 
1848‐1944 (New York: Abbeville Press, 
1993) など 
＊ポロック資料・展示会図録の分析…グッゲ
ンハイム美術館、ニューヨーク近代美術館
(MoMA)、メトロポリタン美術館、ペギー・
グッゲンハイム・コレクション(イタリア)
などから入手 

 
(2)現地調査による資料収集 
①連邦芸術計画(FAP)とポロックに関係する
原資料…2015年 2月～3月：ニューヨーク・
ワシントン調査(国立公文書館・議会図書館) 
＊WPA関係：国立公文書館・議会図書館 
・Archives of the Works Projects Admin- 
istration and Predecessors 
・WPA New Deal Art During the Great 
Depression 
・Federal Art Project Photographic Division 

Collection (Smithsonian Archives of 
American Art) 
・ Posters from the WPA (Library of 
Congress)  
・Database of WPA Murals  
・ Text and Graphics from 1937 WPA 
Brochure: “Our Job with the WPA”  
・ Text and Graphics from 1939 WPA 
Brochure: “Questions and Answers on the 
WPA” 
＊ポロック・グッゲンハイム関係 
・グッゲンハイム美術館資料、今世紀芸術画
廊資料 
②ペギー・グッゲンハイム資料…2015 年 8
月～9月：イタリア(ヴェネツィア)調査 
＊Peggy Guggenheim Collection 
＊Biennale Library  
＊Historical Archives 
 
４．研究成果 
(1)恐慌の蔓延とポロックの精神的葛藤 
 1935 年 8 月から、雇用促進局(WPA)によ
り連邦芸術計画(FAP)が開始された。WPAの
文化部門は、演劇、絵画、文学、音楽、歴史
調査の 5つに分かれていたが、絵画はこの中
の第 1プロジェクトであり、美術家は試験に
よって雇用され、定期的に作品を提出するこ
とを条件に給料が支払われた。美術家たちは、
WPA からキャンバス、絵具、絵筆などの画
材を与えられ、民衆の生活を描いたり、公共
施設に壁画を制作したりする仕事に取り組
んだ。 
ポロックは、1935 年 8 月に兄のサンフォ
ードとともにWPAの FAPに採用され、登録
した壁画部門の仕事に従事した。さらに翌



1936年になると、ポロックは FAPの画架部
門にも登録し、FAPの仕事はWPA が終焉す
る 1943年まで続いた。 
ところが、絵画に対するポロック姿勢は、
無意識レベルの強烈な｢原感情｣の表出を処
理できず、意識の進める写実の作業に強く抵
抗するようになった。しかも、そこには師と
仰ぐアメリカン・シーン派(地方主義)の画家
トーマス・H・ベントン(Thomas H. Benton)
との離別の葛藤が絡んでおり、ポロックは、
無意識から生まれる感性を芸術のモチーフ
にすべきだと強く思った。しかし、それは既
成のコンセプトに対する大きな反逆であり、
ポロックは孤独な闘いを強いられて苦悩を
深めた。その結果、ポロックは次第に飲酒に
溺れるようになり、アルコール依存症の治療
を必要とするに至った。入院したポロックは、
ユング派の精神科医師ジョセフ・L・ヘンダ
ーソン(Joseph L. Henderson)博士から精神
分析の治療を受けた。ヘンダーソン医師は、
ポロックに自由連想法によるデッサンの作
成(オートマティズム)を求めた。 
精神分析の治療を受けたポロックは、ロシ
アから亡命してきた前衛芸術家のジョン・
D・グレアム(John D. Graham)と知り合いに
なると、次第に無意識の内的イメージを研ぎ
澄ますようになった。その結果、ポロックは
深い混迷を抜け出し、無意識の内的イメージ
を抽象化して描く道を切り開いた。1938 年
から 1941 年の作品である『ナイフを持った
裸の男』、『鳥』、『誕生』などは、このような
｢原感情｣の内的イメージがモチーフになっ
たものである。 
 
(2)ポーリング・ドリッピングと｢アクショ
ン・ペインティング｣ 

1943年 1月にWPAのプロジェクトが終了
したため、ポロックは、｢非対象絵画美術館｣
(後のグッゲンハイム美術館)の管理人として
働き、ペギー・グッゲンハイム (Peggy 
Guggenheim)と運命的な出会いを果たすこ
とになった。ペギーは、ヨーロッパの抽象画
の流れに追随していない、｢原感情｣を表出さ
せたポロック独自の作風に強い衝撃を受け
たと言われ、｢今世紀芸術画廊｣専属の新人画
家とすることを決めた。 

1943年 11月、ポロックにとって初めての
個展が｢今世紀芸術画廊｣で開かれ、『秘密の
守護者たち』、『男と女』、『月女』、『雌狼』な
ど 15 点の作品が展示された。これらはイメ
ージを隠して抽象化するスタイルの作品で
あり、「形象」と「抽象」という二律背反の
要素が反発しながら動的に融合する表現を
なしている。それはアメリカに初めて登場し
た独自の前衛絵画であったが、最初はほとん
ど理解されることなく、後に最大の賛同者と
なるクレメント・グリンバーグ (Clement 
Greenberg)でさえ、単に呆気にとられるだけ
に終わったと伝えられる。そのため、ペギー
の賛同にもかかわらず、この最初の個展では

ドローウィングが 1枚売れただけであり、ポ
ロックは虚脱感と焦燥感から飲酒に溺れて
いった。 
ポロックは、すでに 1943 年に『ポーリン
グによる構成Ⅱ』を制作していたが、床に寝
かせたカンヴァス全体を均質に覆う、オー
ル・オーヴァーのポーリング・ドリッピング
を 1946 年後半から始めた。こうして、ポロ
ックは自己の感情の根源にある無意識の動
きを直接的に表現する方向に向かうが、初期
のポーリング・ドリッピング作品は、イメー
ジを隠蔽する手法が残っており、イメージが
画面全体に滴り落とされた絵具の下に潜ん
でいた。ポロックは、子供の頃からインディ
アンの文化や芸術に関心があり、ナヴァホ族
のアーティストが床で砂絵を制作する光景
に惹かれ、床に寝かせたカンヴァスに筆や棒
などを使って絵具を滴らすポーリングやド
リッピングへのヒントを得たのであった。 
そして、ポロックは、1947 年に『五尋の
深み』や『大聖堂』を制作すると、1948 年
頃から完全にイメージを捨て去り、無意識の
領域にある｢原感情｣そのものを絵画に表出
させようとした。ポロックは、無意識の内面
的緊張感を頼りに、絵具や塗料を含んだ筆・
棒を振り、四方からペンキ缶を滴らす行為を
次々と繰り返すようになった。このようなポ
ーリングやドリッピングを駆使することに
より、ポロックは精神のダイナミズムをエネ
ルギッシュに躍動させ、｢アクション・ペイ
ンティング｣の代表作を瞬く間に生み出した。
ポロックにとっては、描く行為自体のもたら
す高揚感と精神の集中こそがリアルなもの
であり、描く行為の空間にある自分が｢自然｣
なのであった。カンヴァスは行為の場(フィー
ルド)であり、疎外された自らを実現する場で
あった。 
 
(3)ポロックの高揚と行き詰まり 
特に 1949 年になると、ポロックの名前が
広く知れ渡ることとなった。『ライフ』誌は、
すでに1948年10月のモダンアート論壇でポ
ロックを取り上げていたが、1949 年 8 月に
は、｢ジャクソン・ポロックーアメリカで活
躍する最大の画家か｣と題する特集を組んだ。 
ポロックは1950年に50作以上もの作品を
制作し、創作活動のピークを迎えた。しかも、
ニューヨーク近代美術館が『ナンバー1A』を
買い上げ、ポロックはイタリアなどの展覧会
にも多くの作品を出品した。そして、1950
年 11 月には「パーソンズ画廊」で 4 回目の
個展が開かれ、その年に制作された大作 32
点が展示されると、前年 8月の『ライフ』誌
の特集も影響し、多くの観客が訪れて大盛況
となった。 
しかし、ポロック自身は、絵画の源泉を無
意識の緊張感に求めれば求めるほど、その精
神的高揚が去った時とのギャップは大きく、
言い知れぬジレンマと苦悩に苛まれつつあ
った。その結果、ポロックのなかで強がりと



苦悩が渦巻くようになり、無意識の純粋性を
内面的に求める一方で、自らの作品に通常の
数倍の高値をつけるような行動をとった。ま
たポロックは、1950年 5月に他の 17名の画
家グループ｢イラクシブルズ｣(怒れる者たち)
とともに、メトロポリタン美術館へ書簡を送
り、審査委員が前衛芸術に敵意を抱いている
と抗議し、企画中の｢アメリカ美術今日展｣へ
の不参加を表明した。 
しかし、このような社会的な行動や主張も
ポロックの精神的葛藤を沈静化させるもの
にはならず、1950年 10月に 2年間の禁酒を
突然破ると、一挙に過度の飲酒と荒れた生活
に舞い戻っていった。無意識の｢原感情｣を純
化させる｢アクション・ペインティング｣は世
俗とのギャップが余りにも大きく、ポロック
の生活は次第に荒れ果て、深夜に知人宅の前
で｢俺には居場所がない｣と叫ぶこともあっ
たといわれる。 
 
(4)ブラック・ペインティングへの逃避 
ポロックは、1951年 11月に「パーソンズ
画廊」で 5 回目の個展を開き、後に｢ブラッ
ク・ペインティング｣と呼ばれる、黒一色の
オール・オーヴァー作品を出品した。当時の
ポロックは、イメージ以前の無意識の段階に
照準を当てるとともに、イメージを映し出す
色彩を捨てて黒一色に作品を収斂させ、ポー
リングやドリッピングの画面に強力な線を
重層化して描いた。このような｢ブラック・
ペインティング｣や線の重層化は、ポロック
の苦悩を表しており、それまでの｢アクショ
ン・ペインティング｣からの脱却を図ろうと
するものであった。 
しかし、過度の飲酒がポロックの精神と肉
体を蝕み、1951 年 9 月にアルコール中毒の
治療が再開されると、1955 年の夏からはか
つてのような精神分析も受け始めた。そして
ポロックは、1953 年末頃からほとんど創作
活動が不可能となり、1954 年頃からは全面
的に創作を止めてしまった。 
 
(5)ポロックの芸術性と影響力 
①連邦芸術計画(FAP)は後期ニューディール
政策のなかで実施され、さまざまなポスター、
壁画、絵画、彫刻が作成された。FAPの最盛
期には 5000 人以上の芸術家が雇用されたと
いわれ、彼らは、未曾有の大恐慌下で社会意
識を高め、公共施設やコミュニティとの関わ
りを深めた。 
当時のポロックは芸術に社会的メッセー
ジを求め、芸術のモチーフを｢形象｣の世界に
置いていたと思われる。ところが、ファシズ
ムの脅威と戦争への不安がポロックの作風
を大きく変化させていったのであり、無意識
の｢原感情｣をモチーフとする、｢アクショ
ン・ペインティング｣から｢ブラック・ペイン
ティング｣へと変化していった。 
しかし、ポロック自身は世俗とのギャップ
があまりにも大きく、精神的高揚が去った時

のジレンマと苦悩に苛まれ続けた。そのため、
ポロックはアルコール依存へと追い込まれ、
より内省的な精神世界へと分け入ることに
なった。その結果、ポロックは無意識の内的
イメージを抽象化して創作活動を行い、戦後
のアメリカ抽象表現主義を代表する芸術家
になったのである。 

 
②1930 年代のアメリカでは、連邦芸術計画
(FAP)の理念が象徴するように、社会派の具
象美術や地方主義の絵画が主流であり、戦後
の抽象表現主義を代表するポロックは、これ
とは異質の存在と考えられてきた。そのため
従来は、1930 年代の芸術トレンドと戦後の
抽象表現主義との間に大きな｢断絶性｣があ
ると考えられてきた。 
 しかし、本研究によって明らかになった、
ポロックに関する次のような着想からも、そ
の背景に十分な｢連続性｣があると考えられ
る。第一は、ポロックが、メキシコ壁画運動
のディエゴ・リベラ(Diego Rivera)、ホセ・
オロスコ(José Orozco)、ダビッド・シケイロ
ス(David Siqueiros)に惹かれ、インディアン
の生活や文化にも関心を抱いていたことで
ある。若い頃のポロックは、アメリカ西部へ
の旅行を重ね、地方色のスケッチを描いてい
た。第二は、ポロックの参加した FAP が、
アメリカ的な情景をモチーフにした芸術文
化の振興を、公共事業の一環として目指して
いたことである。 
 ポロックはヨーロッパのアヴァンギャル
ドを乗り超え、アメリカ抽象表現主義への道
を切り開いたのであり、それは、連邦施設管
理庁(General Service Administration)の｢連
邦政府の新築建設における美術プログラム｣
(Fine Arts in New Federal Buildings 
Program) 、 全 米 芸 術 基 金 (National 
Endowment for the Arts)の｢公共空間アー
ト・プログラム｣などへと結びつき、現代ア
メリカのパブリック・アート政策へとつなが
ったのである。 
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